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自己紹介

【感染原因】

止血剤として使われたフィブリノゲン製剤が感染原因の
C型肝炎患者、

2012年に7回目の治療、シメプレビルという治療薬で
SVRになる。

【所属】

◆薬害肝炎全国原告団

2007年～現在に至るまで

◆NPO法人東京肝臓友の会

2012年～現在



薬害肝炎全国原告団

◆出産や手術の際、

血液製剤が止血剤として頻繁に使われた。

（1964年～1994年）⇒C型肝炎

◆被害者が、国や製薬企業に対して裁判を起こした。
2008年⇒C型肝炎特別措置法

◆個別救済・再発防止の活動

◆2009年⇒肝炎対策基本法

Ｂ型肝炎とＣ型肝炎の患者に対する、良質で適切な医療の

提供など肝炎を克服するための対策の実現するための活動

（日本肝臓病患者団体協議会・全国B型肝炎訴訟原告団弁護団と
共に）



NPO法人東京肝臓友の会

◆肝炎患者からの電話相談

◆講演会・交流会・会報発送の手伝い



第32回 肝炎対策推進協議会 令和6年2/16 資料3 「肝炎対策の国及び各自治体の取り組み状況について」より



第32回 肝炎対策推進協議会 令和6年2/16 資料3 「肝炎対策の国及び各自治体の取り組み状況について」より



患者が
肝炎医療コーディネーターになる意義

◆患者の強み

当事者であること

経験

思い

共感

伝えられる

患者へ

患者・医療従事者・一般の方へ



患者にしかできないサポート

◆患者への話や相談

医療講演会・個別の相談

◆医療者や一般の方へ

・コーディネーター研修会での講義

・学校などの教育現場での講義

・その他



肝炎医療コーディネーター制度で
望むこと

◆全国の都道府県で患者が肝炎医療コーディネー
ターになれますように・・・

患者コーディネーターの名前は様々

東京都：肝炎対策コーディネーター

埼玉県：肝炎地域コーディネーター

◆患者が講師として話せる場が増えますように・・・

教育現場・コーディネーター養成研修会等
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